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		KASAI データバンク
H30.1.31 現在（前月比）

人口／ 44,619（－ 24）
1月の出生数／ 21 人

男／ 21,782（－ 5）
死亡数／ 47 人

女／ 22,837（－ 19）世帯数／ 17,696（＋ 11）｜ ｜ ｜

広報かさい　2018.3 月号

■ 3/7、14、28 は市民課・国保医療課窓口を延長（17:15 ～ 19:00）
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5月4日「第3回加西能」を開催 問合先／文化・観光・スポーツ課☎42-8756
　　　　℻42-8745  kanko@city.kasai.lg.jp

　人間国宝の大槻文蔵さんや野村萬斎さんなど、日本
を代表する能楽師による公演「第 3 回加西能」を開
催します。また、加西市こども狂言塾の塾生が新作狂
言『根日女』を演じます。鑑賞にはチケットが必要で
す（『根日女』は鑑賞無料、全席自由）。

■日時／ 5 月 4 日（金・祝）16:00 ～ 19:15
■場所／加西市民会館文化ホール
■スケジュール
16:00 ～ 16:40 新作狂言『根日女（ねひめ）』
17:10 ～ 17:55　仕舞『頼政（よりまさ）』

狂言『蝸牛（かぎゅう）』
18:15 ～ 19:15　能『杜若（かきつばた）恋之舞』

チケット販売（全席指定）
■販売席数／ 798 席　■販売日（予定）／ 3 月 10 日（土）
■座席料金／前売券：一般 3,000 円　高校生以下 500 円
※当日券は一般のみ 500 円増。前売券が売り切れの場合、
当日券の販売はありません。
※ 4 歳未満無料（席なし）。席に座る場合はチケットが必要。
■販売場所／市民会館、善防・南部・北部公民館、地域交流
センター、イオン加西北条店、西村書店、チケットぴあ、ロ
ーソンチケット
■チケットの問合先／市民会館☎ 43-0160
■加西能の問合先／文化・観光・スポーツ課☎ 42-8756

　毎年 5 月に舞台で新作狂言『根日女（ねひめ）』を演じる
こども狂言塾の第 5 期生を、4 月 2 日（月）まで募集して
います。下記のとおり公開お稽古を実施しますので、こども
狂言塾に興味のある方は、ぜひお越しください。
■日時／ 3 月 31 日（土）18:00 ～ 21:00　※要予約
■場所／サカイダンスアカデミー（北条町横尾）
■対象／播磨地域在住の小学 3 ～ 5 年生（3 月 1 日現在）
■申込先／文化・観光・スポーツ課☎ 42-8756新作狂言『根日女』を演じるこども狂言塾の塾生

演者／加西市こども狂言塾
あらすじ／播磨国賀毛（かも）の里の国造（くにの
みやつこ）許麻（こま）には、美しく不思議な力を
持つ娘・根日女がいた。噂を聞いた皇子・意奚（おけ）
と袁奚（をけ）は、志深（しじみ）の里から根日女
に会いに来る。敵の間者ではないかと疑る許麻に囚
われるが、根日女は 2 人を助け、2 人は根日女に
求婚する。しかし、互いに譲り合ううちに、2 人は
都に戻る。2 人は再び会いに来るが、根日女は病を
得て帰らぬ人となっていた。根日女の亡骸を納めた
墓は玉丘古墳と呼ばれ、その愛を今に伝える。

新作狂言『根日女（ねひめ）』
演者／大槻文蔵（人間国宝）、観世銕之丞、
　　　藤田六郎兵衛、福王和幸　ほか
あらすじ／諸国一見の僧が三河国（愛知県）八
橋を通りかかると、杜若の花が美しく咲いていた。僧が花
を眺めていると、一人の女が現れ、この杜若は『伊勢物語』
で在原業平が歌に詠んだ花だと教える。女は、僧に一夜の
宿を貸し、業平と二条の后の形見の品を見せる。実は彼女
こそ、業平によって歌に詠まれた杜若の精なのであった。
杜若の精は、『伊勢物語』の故事を語って舞い、業平が実は
神仏の化身であることを告げる。やがて朝になり、草木成
仏の法味に浴した杜若の精は、救いの道を得て消えてゆく。

能『杜若（かきつばた）恋之舞』

大槻文蔵

演者／野村萬斎、高野和憲、月崎晴夫、内藤連
あらすじ／修行を終えて帰る途中の山伏が竹やぶで休んでいると、主人の命令で、長寿の薬に
なるという「蝸牛（かたつむり）」を捕りに太郎冠者がやってくる。太郎冠者が山伏を蝸牛だ
と思い込み声をかけると、面白がった山伏は蝸牛になりすまして太郎冠者をからかう。さらに
山伏は、囃子言葉に浮かれてなら同行しようと、太郎冠者にかたつむりの囃子言葉を教える。

狂言『蝸牛（かぎゅう）』

野村
萬斎

公開お稽古（こども狂言塾の塾生募集中）


